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志賀原子力発電所における
放射線防護計画

2023年11月
北陸電力株式会社
志賀原子力発電所
発電部 放射線安全課
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１．放射線防護計画の概要
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１．(1) 放射線管理体制

（受注者）

現場代理人

工事責任者

放管責任者

放 管 員

現場責任者

作業監督者

作業班長

（電 力）

放射線安全課
担当者

作業担当課
監理員

作 業 員

：作業責任者

：指揮・命令

：放管上の指導・助言

：連絡・調整

：放射線管理仕様書，工事仕様書
に基づく連絡・報告・指導・助言

受注者（当社と請負付託等の契約を締結す
る者）が当所の管理区域で作業を行う場合は、
受注者が自らの責任において放射線作業に係
わる放射線管理を行うこととしている。
当所の放射線安全課は、作業現場における

放射線防護の遵守状況や放射線防護教育の実
施状況の確認などを行い、必要に応じて受注
者に指導、助言を与えている。
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１．(2) 放射線作業管理の概要

放管作業計画書
審査・承認

パトロール

放射線作業報告書
確認

：放射線安全課のプロセス：作業担当課のプロセス

保全計画 事前検討会 放管作業計画作成

事前協議

作業実施
（工事監理）

放射線作業報告書作成
工事報告書 作成

 作業担当課長は、放射線環境および作業方法等を考慮し、作業により受ける線量を合理的に達成可能
な限り低くするよう放管作業計画を立案する。作業計画線量、作業線量の低減対策、放射線防護装備等
の放射線防護上の措置については、必要に応じて放射線安全課長と協議する。
また、作業を実施する者が放射線防護上の措置を遵守していることの確認を行う。

 放射線安全課長は、申請された放管作業計画について、放射線防護上の措置が適切であること（事前
協議した場合は、事前協議結果が反映されていること）を審査し、承認する。
また、放射線防護上の措置の遵守状況や放射線環境等の確認のため、必要に応じて作業に立会い、

指導・助言を行う。なお、放射線防護上の措置が遵守されていない場合または放射線防護措置が適切
でない場合は、作業の中止を指示することができる。
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１．(3) 放射線作業の管理方法（計画段階）

① 作業内容・手順の確認・把握
作業対象機器（系統）及び作業場所の放射線環境、作業内容・手順の詳細について、作業実施箇所

内で十分な検討・協議を行いながら、確認・把握する。
② 作業場所・作業対象機器の放射線レベルの確認・予想

作業内容を理解した上で、作業場所・作業対象機器の線量当量率および表面汚染密度、空気中放射
性物質濃度の事前測定または予想を行う。

③ 放射線防護対策・放射性廃棄物対策の検討
事前測定または予想した放射線レベル、過去や類似作業の実績等を踏まえ、作業実施箇所内で放射

線防護対策、放射性廃棄物の処理・低減方法について十分な検討・協議を行い、作業手順への反映・
必要に応じて改善を行う。

④ 放射線作業計画の策定
確認・予想した放射線レベル、検討した放射線防護対策等を踏まえ、作業における総線量、個人線

量（日・作業期間）の予想、APD警報設定値の設定を行い、放管作業計画を策定する。
⑤ 事前の放射線安全課との協議

放射線安全課が指定する基準に該当する場合は、あらかじめ放射線安全課と協議を行い、協議結果
を放管作業計画に反映する。

作業実施箇所（作業担当課・受注者）は、以下のように放管作業計画を検討・立案する。
なお、放管作業計画の検討を行う際は、作業に従事する放射線業務従事者の線量および作業における

総線量を可能な限り低くするよう努めるとともに、特定の個人に被ばく線量が集中しないよう努める。
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１．(3) 放射線作業の管理方法（計画段階）

区分－Ａ
汚染のおそれのない区域

区分－Ｂ
Ms,Maを超えるのおそれ
のない区域

区分－C
10Ms,10Maを超えるおそ
れのない区域

区分－Ｄ
10Ms,10Maを超えるおそ
れのある区域

区分－１
法令に定める管理区域
に係る値を超えるおそ
れがあり、0.1mSv/h
を超えるおそれのない
区域

１Ａ区域
線量－１

汚染なし

１Ｂ区域
線量－１

区域－Ｂ

１Ｃ区域
線量－１

区域－Ｃ

１Ｄ区域
線量－１

区域－Ｄ

区分－２
1mSv/hを超えるおそ
れのない区域

２Ａ区域
線量－２

汚染なし

２Ｂ区域
線量－２

区域－Ｂ

２Ｃ区域
線量－２

区域－Ｃ

２Ｄ区域
線量－２

区域－Ｄ

区分－３
1mSv/hを超えるおそ
れのある区域

３Ａ区域
線量－３

汚染なし

３Ｂ区域
線量－３

区域－Ｂ

３Ｃ区域
線量－３

区域－Ｃ

３Ｄ区域
線量－３

区域－Ｄ

線
量
当
量
率

汚染

＜管理区域内の細区分化＞
管理区域内は、線量当量率や汚染のレベルに応じて、細区分している。

Ｍｓ：α線を放出する放射性物質がない場合 ４Ｂｑ／ｃｍ2

α線を放出する放射性物質がある場合 ０．４Ｂｑ／ｃｍ2

Ｍａ：法令に定める放射線業務従事者に係わる濃度限度の１／１０を乗じた濃度
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１．(3) 放射線作業の管理方法（計画段階）

◎ 外部被ばくの低減
① 日計画線量：０.８mSv/日以上の作業
② 個人期間線量：２mSv/期間以上の作業（通常時）・放射線安全課長が別途定める値以上の作業（定検時）
③ 予想総作業線量：５人・mSv以上の作業（通常時）・放射線安全課長が別途定める値以上の作業（定検時）
④ その他放射線安全課長が必要と認めた場合

＜放射線安全課との事前協議対象作業＞

◎ 内部被ばく・身体汚染・汚染拡大の防止
① 汚染区分―Ｄ区域作業
② ハウス設営作業
③ 特別な防護装備（エアラインマスク、潜水服等の装備をいい、タイベックスーツ、EVAスーツ、全面マスク、

 フードマスクは含まない）を着用する作業
④ 環境へ放射性物質を放出するおそれのある作業
⑤ 汚染区分ーＢの区域内に汚染区分ーAの区域を設定する作業または汚染区分ーAの区域内に汚染区分ーＢの区域

 を設定する場合
⑥ 通常の出入手順で管理区域に出入りできない作業
⑦ 非管理区域と繋がる系統で、非汚染系統を開放する作業
⑧ その他放射線安全課長が必要と認めた場合
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１．(3) 放射線作業の管理方法（計画段階）

◎ 特殊な個人モニタリング方法を行う作業
① 末端部の皮膚の等価線量と実効線量の値の比が、それぞれの線量限度の比である10倍を超えるおそれのある作業
② 体幹部基本部位に着用した測定器に対して、不均等割合が２を超えるような作業（被ばく線量が０.１mSv/月未
満となる作業は除く）
 a. 被ばくに寄与する線源から1m以内の範囲に留まり、体幹部基本部位以外の体幹部位に大きな被ばくを受ける

 ような作業姿勢での作業（線源の形状がスポット形状ではない場合を除く）
 b. 体幹部の一部を線源が存在する機器内部に入れる作業
 c. 鉛プロテクター等により体幹部の一部を遮へいする作業
 d. ビーム状の放射線により体幹部の一部のみが被ばくする場合

③ 中性子線による被ばくが０.１mSv/月以上となるおそれがある作業
④ 作業エリアの線源にβ線の寄与が大きい放射性物質（Sr、Sb、Cs 等）が含まれているおそれがある作業
⑤ 上記①～④の基準に該当するか確認できない作業
⑥ その他放射線安全課長が必要と認めた作業

＜放射線安全課との事前協議対象作業（つづき）＞



9

放管作業計画の例（放射線作業計画書兼申請書）

１．(3) 放射線作業の管理方法（計画段階）
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放管作業計画の例（ALARA計画/実績表及び放管要領表）

１．(3) 放射線作業の管理方法（計画段階）



11

１．(4) 放射線作業の管理方法（作業実施段階）

［作業開始前］
 受注者は、放射線安全課長が承認した放射線作業計画書兼申請書の写しを作業場所に掲示し、放管
作業計画に記載した内容を作業員全員に周知する。
 受注者は、放射線防護措置、作業指揮者等を記載した放射線防護指示書を作業日毎に作成し、放射
線防護指示書に記載した内容を作業前に作業員全員に周知して遵守させるとともに、作業場所に掲示
する。
 受注者は、区域区分を変更して作業を行う場合は、部屋・壁を利用するかまたは柵等の区画物で作
業場所を区画し、放射線安全課の確認を受ける。

［作業中］
 受注者は、作業ステップ等に応じて、作業場所の放射線レベル（線量当量率、表面汚染密度、空気
中放射性物質濃度）を測定・確認する。測定結果は、遅滞なく放射線安全課へ提出する。
 受注者は、作業者が保護具等を正しく着用しているか、計画された放射線防護対策を実施している
   か等を確認する。
 受注者は、チェンジングプレース及びその周辺の汚染確認を定期的に行い、その結果により除染
   などの措置を行う。
 放射線安全課は、現場パトロールや記録により放射線防護対策の実践状況、放射線環境等を確認し、
必要に応じて受注者の放射線管理責任者または放射線管理員、作業担当課の監理員に指導・助言等を
行う。

［１日の作業終了後］
 受注者、作業担当課及び放射線安全課は作業における総線量・個人の線量を確認し、受注者は必要
に応じて放射線防護対策の追加措置等を行う。

［作業終了時］
 受注者は作業現場を復旧し、放射線管理員により放射線環境に異常がないことの確認を行う。なお、
区域区分の変更を解除する場合は、放射線安全課の確認を受ける。
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作業場所の放射線レベルの測定・確認の例（放射線作業環境測定報告書）
１．(4) 放射線作業の管理方法（作業実施段階）
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１．(5) 放射線作業の管理方法（作業完了時）

［作業完了手続き］
 受注者は、作業が完了した場合は放射線作業報告書を作成し、作業担当課に提出して、放射線安全
課の確認を受ける。
なお、必要に応じて、実施した被ばく線量低減対策の効果や次回作業計画段階に検討を要する事

項等を記載した資料も作成するとともに、次回作業計画段階から検討を要する事項は工事報告書等に
も記載し、作業担当課に報告する。
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２．被ばく低減への取り組み
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２．(1) ALARA活動
社会的・経済的要因を考慮に入れ、放射線業務従事者の被ばくを合理的に達成可能な限

り低い水準とするため、発電所一体となったALARA活動を実施している。
■ ALARA会議

＜構成メンバー＞
委員長 ：発電所長
副委員長：発電部長
委員 ：発電用原子炉主任技術者、放射線取扱主任者、保修部長、発電課長、燃料炉心課長

放射線安全課長、保修計画課長、電気保修課長、機械保修課長、土木建築課長
委員長が必要と認めた者

＜審議・報告事項＞
 審議

・管理線量（後述）の変更に関する事項
・予想線量（後述）に対する線量低減対策に関する事項（設定・変更・実績評価）
・特別作業※における被ばく線量低減対策に関する事項
※：以下のいずれかの条件に該当する作業
 ・作業における計画線量が３０人・mSv以上となる新規作業
 ・作業における計画線量が３０人・mSv以上となる従前からの作業のうち、作業方法が変更となる作業

・その他委員長が必要と認めた事項
 報告

・線量低減意識高揚活動（後述）の計画設定および実績評価に関する事項
・審議事項以外で委員長が必要と認めた事項

放射線業務従事者の被ばくを合理的に達成可能な限り低い水準にすることを目的として，ALARA
会議を設置し、活動方針や内容の審議・意思決定を行っている。
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２．(1) ALARA活動

■ 線量低減に関する方針（集団線量の管理）

● 管理線量：０.０６人・Sv／３年移動平均［現在］
◎ 定義・目的
 当所の管理区域内での全ての放射線業務従事者の被ばく線量の合計（集団線量）
に対する管理基準。
 作業計画の見直しや追加の被ばく線量低減対策の要否について作業担当課と協議
する基準。

◎ 現在の管理線量値
現在の線量当量率の状況や作業計画等を踏まえて、世界のBWRプラントの低線量

上位10基以内に入ることを目標に設定した値。
発電所の運転状況や線量当量率の状況、作業計画等に応じて変更を行う。

● 予想線量：０.００人・Sv（３人・mSv）［2023年度］
◎ 定義・目的
 当該年度の作業情報等から年度毎の線量を予想し、当所の管理区域内での全ての
放射線業務従事者の１年間の被ばく線量の合計（集団線量）に対する予想値。
 実績線量と比較し、管理線量の超過の有無や放射線管理が適切であるかを評価す
るための指標とする値。
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２．(1) ALARA活動

■ 線量低減意識高揚活動

管理区域内で従事する放射線業務従事者の線量低減・放射線防護に対する意識高揚を
目的とした活動計画を策定し、ALARA会議での審議を経て実施している。
● 放射線管理に関する危険予知訓練

シートに記載された状況をみて、「どんな放射線管理上の問題が潜んでいるか」、「その
 問題を解決するための具体的で実行可能な対策は何か」を考える訓練を実施。

● 放射線管理に関する勉強会
実務経験が少ない放射線業務従事者を対象に、放射線防護措置の実務的内容について机上およ

び実技による勉強会を実施。
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２．(2) 放射線管理部会活動
 安全衛生協議会の下に設置している放射線管理部会（月１回）では、当社と受注者の
放射線管理責任者が集まり、線量実績等の確認、ルール・運用変更等の周知・連絡、当
社と受注者が合同で実施する放射線管理パトロール結果の確認等、当社と受注者が一体
となって適切な放射線管理に努めている。
また、放射線管理に関する周知・注意事項等を掲載した「放管ニュース」を発行し、

所内に周知している。

 さらに、発電所停止時定期点検など大規模工事中は、放管連絡会議を週１回開催し、
線量実績等の確認やルール・運用変更等の周知・連絡等を頻度を上げて行っている。
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